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1. 平成30年12月期第1四半期の連結業績（平成30年1月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年12月期第1四半期 5,907 14.5 929 57.3 961 51.6 715 40.1

29年12月期第1四半期 5,159 3.3 591 △23.9 634 △13.4 510 7.3

（注）包括利益 30年12月期第1四半期　　△411百万円 （―％） 29年12月期第1四半期　　171百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年12月期第1四半期 41.41 ―

29年12月期第1四半期 29.56 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年12月期第1四半期 56,380 51,510 91.4 2,981.48

29年12月期 57,605 52,440 91.0 3,035.28

（参考）自己資本 30年12月期第1四半期 51,510百万円 29年12月期 52,440百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年12月期 ― 26.00 ― 30.00 56.00

30年12月期 ―

30年12月期（予想） 30.00 ― 30.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年12月期の連結業績予想（平成30年 1月 1日～平成30年12月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 11,800 9.0 1,800 15.5 1,850 14.4 1,400 19.4 81.03

通期 24,500 5.7 4,150 12.2 4,200 12.9 3,100 16.7 179.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年12月期1Q 20,788,590 株 29年12月期 20,788,590 株

② 期末自己株式数 30年12月期1Q 3,511,714 株 29年12月期 3,511,633 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期1Q 17,276,925 株 29年12月期1Q 17,277,185 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値とは異なる
場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、先行き不透明による閉塞感の台頭などがありましたが、実態経済

は概ね想定通りの推移になりました。当社においては、前年同四半期において停滞感があったスマートフォン等の市

場動向が変化し、当第１四半期においては半導体生産の活況およびPC周辺機器関連の堅調な需要動向に支えられ増収

に結びついております。

　収益面では、堅調な需要による増収効果に伴う利益の向上に、現地子会社の稼働率向上に伴う原価低減効果も加わ

り、前年同期と比べ増益となっております。

　当連結会計年度は、地産地消をより推進し最適な生産体制の構築によるグループとしての調和を図ることを目的と

して、生産設備の整備を昨年より特に進めております。省人化設備の効果の具現化には時間の掛かるものもあります

が、当第１四半期においての進捗は順調に進んでいるものと評価しております。

　このようなことから、当第１四半期連結累計期間の売上高は5,907百万円(前年同期比14.5％増)となり、営業利益

は929百万円(同57.3％増)、経常利益は961百万円(同51.6％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は715百万円(同

40.1％増)となっております。

　次にセグメント別の状況ですが、日本地区での売上高(セグメント間取引消去額を含む。以下同じ。) は4,121百万

円(前年同期比11.8％増)となり、セグメント利益(営業利益)は638百万円(同40.9％増)となっております。引続き、

車載関連や通信インフラ向け需要を取込み増収となっております。また、各種一般管理費用の削減効果も加わり増益

となっております。

　日本を除くアジア地区は、現地生産強化を進めたことによる稼働率の向上により、増収増益となっております。こ

の地区においては引き続き設備投資を行い、需要の確保に努めていく予定です。この地区での売上高は2,737百万円

(同21.4％増)となり、セグメント利益は200百万円(同80.7％増)となっております。

　北米地区は、需要拡大がなかなか見込みにくい市場規模での競争が激化しており、売上高は330百万円(同4.9％増)

となり、セグメント利益は9百万円(同47.3％減)と増収減益という厳しい結果となっております。

　欧州地区では、全世界的な活況と各種施策の効果発現により、410百万円(同17.8％増)、58百万円(同34.4％増)と

増収増益となっております。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当連結会計年度の業績予想につきましては、市場は昨年から引き続き好調を維持しているものの、先行きは依然と

して不透明感もあり、当社としては、継続的に市場動向に目を配りながら長期的な生産効率の向上に資する設備投資

等を行ってまいります。当連結会計年度における業績予想に関しましては、平成30年２月19日の「平成29年12月期決

算短信」において公表のままで修正いたしません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,610,977 8,556,159

受取手形及び売掛金 7,926,127 7,979,950

有価証券 651,393 411,932

商品及び製品 4,439,891 4,482,752

仕掛品 1,078,269 1,198,445

原材料及び貯蔵品 2,435,657 2,548,081

その他 987,923 1,083,480

貸倒引当金 △193,952 △185,804

流動資産合計 26,936,288 26,074,996

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,959,150 6,928,689

機械装置及び運搬具（純額） 7,728,132 7,714,348

工具、器具及び備品（純額） 314,160 323,157

土地 5,843,876 5,813,694

建設仮勘定 873,875 934,769

有形固定資産合計 21,719,196 21,714,659

無形固定資産 84,043 83,556

投資その他の資産

投資有価証券 8,690,182 8,341,688

その他 226,904 215,674

貸倒引当金 △51,260 △50,021

投資その他の資産合計 8,865,827 8,507,340

固定資産合計 30,669,067 30,305,557

資産合計 57,605,355 56,380,553
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　 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　 （継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

　

　 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

　 （セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)
報告セグメント

調整額
（注1）

四半期連結
損益計算書
計 上 額

(注2)
日本 アジア 北米 欧州 計

売上高

外部顧客への売上高 2,316,521 2,179,064 315,357 348,252 5,159,195 - 5,159,195

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,371,207 76,844 - - 1,448,052 △1,448,052 -

計 3,687,728 2,255,909 315,357 348,252 6,607,248 △1,448,052 5,159,195

セグメント利益 453,105 110,982 18,604 43,620 626,312 △35,226 591,085

(注) １ セグメント利益の調整額 △35,226千円は、セグメント間取引消去によるものであります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(単位：千円)
報告セグメント

調整額
（注1）

四半期連結
損益計算書
計 上 額

(注2)
日本 アジア 北米 欧州 計

売上高

外部顧客への売上高 2,515,268 2,652,021 330,769 409,083 5,907,143 - 5,907,143

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,606,675 85,729 - 1,275 1,693,681 △1,693,681 -

計 4,121,944 2,737,750 330,769 410,359 7,600,824 △1,693,681 5,907,143

セグメント利益 638,624 200,561 9,813 58,616 907,616 21,960 929,576

(注) １ セグメント利益の調整額 21,960千円は、セグメント間取引消去によるものであります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。
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３．補足情報

（１）部門別の状況

　 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日)

切削工具事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1)外部顧客に対する
売上高

5,446,677 460,465 5,907,143 ― 5,907,143

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

― 26,530 26,530 △26,530 ―

計 5,446,677 486,996 5,933,673 △26,530 5,907,143

営業利益 978,473 △23,592 954,881 △25,304 929,576

　

　 （２）為替換算レートと為替変動の影響試算額

ＵＳ＄ ＥＵＲ ＮＴ＄ ＲＭＢ

前第１四半期連結累計期間 実績 112.19円 　 119.79円 3.70円 16.29円

当第１四半期連結累計期間 実績 106.24 130.52 3.65 16.92

平成30年12月期(見込み) 計画 105.00 135.00 3.50 16.00

　(注)対ＵＳ＄１円の円安による影響額：年間の連結売上高が 141百万円増加

　 年間の連結営業利益が 10百万円増加

　

（３）海外売上高

　 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日)

アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 3,010,567 302,709 410,646 51,848 3,775,771

Ⅱ 連結売上高(千円) 5,907,143

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

51.0 5.1 6.9 0.9 63.9

（４）設備投資、減価償却費および研究開発費の状況

設備投資 減価償却費 研究開発費

前第１四半期連結累計期間 1,320百万円 522百万円 　 346百万円

当第１四半期連結累計期間 696 554 400

前連結会計年度 3,821 2,297 1,514

当連結会計年度(計画) 3,850 2,416 1,594
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